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2-5-46・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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北陸電力スパーカー No.5.25･S
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2-5-48
※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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2-5-49
※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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北陸電力スパーカー No.5.5

D2

D1

C2

C1

B3

B2

Ａ

←W E→←W E→

約1km 約1km

海士岬沖断層帯

100m

200m

(0.1sec)

(0.3sec)

150m
(0.2sec)

300m
(0.4sec)

50m

250m

(0.5sec)

400m

350m

40m

100m

200m

(0.1sec)

(0.3sec)

150m
(0.2sec)

300m
(0.4sec)

50m

250m

(0.5sec)

400m

350m

40m

D2

2-5-50

笹波沖断層帯(東
部)の分岐断層

延長部

10ｋｍ50

N
o
.5

.5



北陸電力スパーカー No.2.6･S
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地震研ブーマー K101-1①
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2-5-52
※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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2-5-53
※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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2-5-54
※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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2-5-55
※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである

35 25304045

B2

B3

C2

100m

200m

(0.1sec)

(0.3sec)

150m
(0.2sec)

300m
(0.4sec)

50m

250m

330m

C1

D1

ENE→

10ｋｍ50

第1144回審査会合以降に追加したデータ



ENE→

地震研ブーマー K101-1③

約500m

←WSW

2-5-56
※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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2-5-57
※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである

55 506065

B2

B3

100m

200m

(0.1sec)

(0.3sec)

150m
(0.2sec)

300m
(0.4sec)

50m

250m

330m

C1

D1

C2

10ｋｍ50

第1144回審査会合以降に追加したデータ



余白



笹波沖断層帯（西部）
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凡 例
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添付した音波探査記録

音波探査記録 添付測線（笹波沖断層帯（西部））
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2-6-4
・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである 10ｋｍ50
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2-6-6
※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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2-6-7※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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2-6-9
※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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2-6-12※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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2-6-13

※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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2-6-14
・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである 10ｋｍ50
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2-6-15※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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2-6-17
※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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2-6-19※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである

10ｋｍ50



SE→←NW

地震研ブーマー K28

約500m

100m

200m

(0.1sec)

(0.3sec)

150m
(0.2sec)

300m
(0.4sec)

250m

(0.5sec)

350m

2015105 242

2-6-28

10ｋｍ50



SE→←NW

地震研ブーマー K28

約500m

100m

200m

(0.1sec)

(0.3sec)

150m
(0.2sec)

300m
(0.4sec)

250m

(0.5sec)

350m

C1

B3

B2

B1

D2

C2

D1

笹 波 沖 断 層 帯 ( 西 部 ）

D1

2015105 242

2-6-29
※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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地質調査所エアガン N-118
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・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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約5km 約5km

0m

500m

1000m

(0.5sec)

(1.5sec)

(1.0sec)

1500m
(2.0sec)

0m

500m

1000m

(0.5sec)

(1.5sec)

(1.0sec)

1500m
(2.0sec)

SE→←NW SE→←NW 笹波沖断層帯(西部）

C

Q

D1

D2

D2

D2

23:3023:30

22:30

22:30

前ノ瀬東方断層帯

2-6-51
・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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